
第４号議案 

 

 

博物館再登録について 

 

 

　博物館法（昭和 26 年法律第 285 号）第 11 条及び第 14 条の規定により、次のとおり

博物館登録原簿に再登録することについて提案します。 

 

 

　　令和６年３月 22 日 

 

                          　　　　　広島県教育委員会教育長　平　川　理　恵 

 

１　提案の要旨 

　　広島県立美術館、広島県立歴史民俗資料館、広島県立博物館及び頼山陽史跡資料館

（広島県立歴史博物館分館）を広島県教育委員会の博物館登録原簿に再登録する。 

 

２　提案の理由 

　　令和５年４月１日に「博物館法の一部を改正する法律（令和４年法律第 24 号）が

施行され、「登録要件の見直し」や「登録審査の手続き等の見直し」が行われた。こ

れに伴い、引き続き登録博物館等であろうとする場合は、令和５年４月１日から起算

して５年を経過する日（令和 10 年３月 31 日）までの間に、登録基準の確認を受ける

必要があるため。 

 

 



３　登録事項 

 

４　登録する理由 

広島県及び広島県教育委員会から申請のあった県立施設４館について、書類審査及

び実地調査を行った結果、博物館法（昭和 26 年 12 月１日法律第 285 号）第 13 条及

び博物館登録等に関する要綱に規定する登録の要件を備えていると認められるため。 

 

５　再登録年月日 

　　令和６年　月　日（議決の日） 

 

 

 

設置者の名称及び住所 博物館の名称 博物館の所在地
再登録

番号

 

広島県
広島市中区基町

10 番 52 号
広島県立美術館

広島市中区上幟町

２番 22 号
第５号

 

広島県
広島市中区基町

10 番 52 号
広島県立歴史民俗資料館

三次市小田幸町

122 番地
第 18 号

 

広島県
広島市中区基町

10 番 52 号
広島県立歴史博物館

福山市西町二丁目

４番１号
第 13 号

 

広島県
広島市中区基町

10 番 52 号

頼山陽史跡資料館 

（広島県立歴史博物館分

館

広島市中区袋町５

番 15 号
第 31 号



６　根拠規定 

○博物館法 

（略） 

（登録） 

第 11 条　博物館を設置しようとする者は、当該博物館について、当該博物館の所在

する都道府県の教育委員会（当該博物館（都道府県が設置するものを除く。）が指

定都市（地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百五十二条の十九第一項

の指定都市をいう。以下同じ。）の区域内に所在する場合にあつては、当該指定都

市の教育委員会。第三十一条第一項第二号を除き、以下同じ。）の登録を受けるも

のとする。 

（略） 

（登録要件の審査） 

第 13 条　都道府県の教育委員会は、登録の申請に係る博物館が次の各号のいずれに

も該当すると認めるときは、当該博物館の登録をしなければならない。 

一　当該申請に係る博物館の設置者が次のイ又はロに掲げる法人のいずれかに該当

すること。 

イ　地方公共団体又は地方独立行政法人 

ロ　次に掲げる要件のいずれにも該当する法人（イに掲げる法人並びに国及び独

立行政法人（独立行政法人通則法（平成十一年法律第百三号）第二条第一項に

規定する独立行政法人をいう。第三十一条第一項及び第六項において同じ。）

を除く。） 

（１） 博物館を運営するために必要な経済的基礎を有すること。 

（２） 当該申請に係る博物館の運営を担当する役員が博物館を運営するために

必要な知識又は経験を有すること。 

（３） 当該申請に係る博物館の運営を担当する役員が社会的信望を有すること。 

二　当該申請に係る博物館の設置者が、第十九条第一項の規定により登録を取り消

され、その取消しの日から二年を経過しない者でないこと。 

三　博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に関する調査研究を行う体

制が、第三条第一項各号に掲げる事業を行うために必要なものとして都道府県の

教育委員会の定める基準に適合するものであること。 

四　学芸員その他の職員の配置が、第三条第一項各号に掲げる事業を行うために必

要なものとして都道府県の教育委員会の定める基準に適合するものであること。 

五　施設及び設備が、第三条第一項各号に掲げる事業を行うために必要なものとし

て都道府県の教育委員会の定める基準に適合するものであること。 

六　一年を通じて百五十日以上開館すること。 

２　都道府県の教育委員会が前項第三号から第五号までの基準を定めるに当たつては、

文部科学省令で定める基準を参酌するものとする。 

３　都道府県の教育委員会は、登録を行うときは、あらかじめ、博物館に関し学識経



験を有する者の意見を聴かなければならない。 

（登録の実施等） 

第 14 条　登録は、都道府県の教育委員会が、次に掲げる事項を博物館登録原簿に記

載してするものとする。 

一　第十二条第一項第一号及び第二号に掲げる事項 

二　登録の年月日 

２　都道府県の教育委員会は、登録をしたときは、遅滞なく、その旨を当該登録の申

請をした者に通知するとともに、前項各号に掲げる事項をインターネットの利用そ

の他の方法により公表しなければならない。 

（略） 

附　則　（令和四年四月一五日法律第二四号）　抄 

第２条 

（略） 

４　この法律の施行の際現に旧博物館法第十条の登録を受けている又は施行日以後に

前項の規定によりなお従前の例によることとされる同条の登録を受ける博物館は、

施行日から起算して五年を経過する日までの間は、新博物館法第十一条の登録を受

けたものとみなす。当該博物館の設置者がその期間内に同条の登録の申請をした場

合において、その期間を経過したときは、その申請について登録をするかどうかの

処分がある日までの間も、同様とする。 

（以下略） 

 

○博物館登録等に関する要綱 

１　博物館の登録に係る基準 
博物館法（昭和 26 年法律第 285 号。以下「法」という。）第 13 条第１項第３号

から第５号までに規定する基準は、次のとおりとする。 
(1)  博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に関する調査研究を行う体

制 

ア　博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に関する調査研究　の実

施に関する基本的運営方針を策定し当該方針を公表するとともに、当該方針に

基づき、相当の公益性をもって博物館を運営する体制を整備していること。 

 　　 イ　アの基本的運営方針に基づく博物館資料の収集及び管理の方針を定め、当該

方針に基づき、博物館資料を体系的に収集する体制を整備していること。 

ウ　イに規定する博物館資料の収集及び管理の方針に基づき、所蔵する博物館資

料の目録を作成し、当該博物館資料を適切に管理し、及び活用する体制を整

備していること。 

エ　一般公衆に対して、所蔵する博物館資料の展示を行い、又は特定の主題に基

づき、所蔵する博物館資料若しくは借用した博物館資料による展示を行う体

制を整備していること。 

オ　単独で又は他の博物館若しくは法第３条第１項第 12 号に掲げる学術若しく

は文化に関する諸施設と共同で、博物館資料に関する調査研究を行い、その



成果を活用する体制を整備していること。 

カ　博物館資料を用いた学習機会の提供、利用者に対する博物館資料の説明その

他の教育活動を行う体制を整備していること。 

キ　法第７条に規定する研修その他の研修に職員が参加する機会が確保されてい

ること。 

(2)　学芸員その他の職員の配置 

   　 ア　(1)アの基本的運営方針に基づいて博物館の管理運営を行うことができる館

長が置かれていること。 

　　　イ　学芸員が置かれていること。 

　　　ウ　(1)アの基本的運営方針に基づく博物館の運営に必要な職員が置かれている

こと。 

 (3)　施設及び設備 

　  　ア　博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に関する調査研究を安定

的かつ継続的に行うことができる施設及び設備が整備されていること。 

　　　イ　防災及び防犯のために必要な施設及び設備を有していること。 

　　　ウ　博物館の規模及び展示内容に応じ、利用者の安全及び利便性の確保のために

必要な配慮がなされていること。 

　　　エ　高齢者、障害者、妊娠中の者、日本語を理解できない者その他博物館の利用

に困難を有する者が博物館を円滑に利用するための配慮がなされていること。 

（以下略） 



広島県立美術館の博物館登録審査表

【実地調査日】

令和６年１月 19 日

【調査者】

学識経験者（学芸員有資格者）及び生涯学習課職員

登録の要件 審査方法 適

否博物館法第 13 条（博物館登録等に関する要綱） 提出書類 実地調査

一 当該申請に係る博物館の設置者が次のイ又はロに掲

げる法人のいずれかに該当すること。

イ 地方公共団体又は地方独立行政法人

ロ 次に掲げる要件のいずれにも該当する法人（イに掲

げる法人並びに国及び独立行政法人（独立行政法人通

則法（平成十一年法律第百三号）第二条第一項に規定

する独立行政法人をいう。第三十一条第一項及び第六

項において同じ。）を除く。）

■ ― 適

二 当該申請に係る博物館の設置者が、第十九条第一項の

規定により登録を取り消され、その取消しの日から二年

を経過しない者でないこと。

■ ― 適

三 博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に

関する調査研究を行う体制が、第三条第一項各号に掲げ

る事業を行うために必要なものとして都道府県の教育

委員会の定める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

四 学芸員その他の職員の配置が、第三条第一項各号に掲

げる事業を行うために必要なものとして都道府県の教

育委員会の定める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

五 施設及び設備が、第三条第一項各号に掲げる事業を行

うために必要なものとして都道府県の教育委員会の定

める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

六 一年を通じて百五十日以上開館すること。 ■ ― 適

1



広島県立歴史民俗資料館の博物館登録審査表

【実地調査日】

令和６年１月 10 日

【調査者】

学識経験者（学芸員有資格者）及び生涯学習課職員

登録の要件 審査方法 適

否博物館法第 13 条（博物館登録等に関する要綱） 提出書類 実地調査

一 当該申請に係る博物館の設置者が次のイ又はロに掲

げる法人のいずれかに該当すること。

イ 地方公共団体又は地方独立行政法人

ロ 次に掲げる要件のいずれにも該当する法人（イに掲

げる法人並びに国及び独立行政法人（独立行政法人通

則法（平成十一年法律第百三号）第二条第一項に規定

する独立行政法人をいう。第三十一条第一項及び第六

項において同じ。）を除く。）

■ ― 適

二 当該申請に係る博物館の設置者が、第十九条第一項の

規定により登録を取り消され、その取消しの日から二年

を経過しない者でないこと。

■ ― 適

三 博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に

関する調査研究を行う体制が、第三条第一項各号に掲げ

る事業を行うために必要なものとして都道府県の教育

委員会の定める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

四 学芸員その他の職員の配置が、第三条第一項各号に掲

げる事業を行うために必要なものとして都道府県の教

育委員会の定める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

五 施設及び設備が、第三条第一項各号に掲げる事業を行

うために必要なものとして都道府県の教育委員会の定

める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

六 一年を通じて百五十日以上開館すること。 ■ ― 適

2



広島県立歴史博物館の博物館登録審査表

【実地調査日】

令和５年 12 月 22 日

【調査者】

学識経験者（学芸員有資格者）及び生涯学習課職員

登録の要件 審査方法 適

否博物館法第 13 条（博物館登録等に関する要綱） 提出書類 実地調査

一 当該申請に係る博物館の設置者が次のイ又はロに掲

げる法人のいずれかに該当すること。

イ 地方公共団体又は地方独立行政法人

ロ 次に掲げる要件のいずれにも該当する法人（イに掲

げる法人並びに国及び独立行政法人（独立行政法人通

則法（平成十一年法律第百三号）第二条第一項に規定

する独立行政法人をいう。第三十一条第一項及び第六

項において同じ。）を除く。）

■ ― 適

二 当該申請に係る博物館の設置者が、第十九条第一項の

規定により登録を取り消され、その取消しの日から二年

を経過しない者でないこと。

■ ― 適

三 博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に

関する調査研究を行う体制が、第三条第一項各号に掲げ

る事業を行うために必要なものとして都道府県の教育

委員会の定める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

四 学芸員その他の職員の配置が、第三条第一項各号に掲

げる事業を行うために必要なものとして都道府県の教

育委員会の定める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

五 施設及び設備が、第三条第一項各号に掲げる事業を行

うために必要なものとして都道府県の教育委員会の定

める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

六 一年を通じて百五十日以上開館すること。 ■ ― 適

3



頼山陽史跡資料館（広島県立歴史博物館分館）の博物館登録審査表

【実地調査日】

令和６年１月 24 日

【調査者】

学識経験者（学芸員有資格者）及び生涯学習課職員

登録の要件 審査方法 適

否博物館法第 13 条（博物館登録等に関する要綱） 提出書類 実地調査

一 当該申請に係る博物館の設置者が次のイ又はロに掲

げる法人のいずれかに該当すること。

イ 地方公共団体又は地方独立行政法人

ロ 次に掲げる要件のいずれにも該当する法人（イに掲

げる法人並びに国及び独立行政法人（独立行政法人通

則法（平成十一年法律第百三号）第二条第一項に規定

する独立行政法人をいう。第三十一条第一項及び第六

項において同じ。）を除く。）

■ ― 適

二 当該申請に係る博物館の設置者が、第十九条第一項の

規定により登録を取り消され、その取消しの日から二年

を経過しない者でないこと。

■ ― 適

三 博物館資料の収集、保管及び展示並びに博物館資料に

関する調査研究を行う体制が、第三条第一項各号に掲げ

る事業を行うために必要なものとして都道府県の教育

委員会の定める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

四 学芸員その他の職員の配置が、第三条第一項各号に掲

げる事業を行うために必要なものとして都道府県の教

育委員会の定める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

五 施設及び設備が、第三条第一項各号に掲げる事業を行

うために必要なものとして都道府県の教育委員会の定

める基準に適合するものであること。

■ ■ 適

六 一年を通じて百五十日以上開館すること。 ■ ― 適

4



施設名称

所在地

目的

沿革

建築面積 ： 4,344.14㎡

延床面積 ： 19,926.09㎡

組織体制

主な収蔵資料

展示内容

常設展入館料
（　）内は団体料金

開館時間

休館日 毎週月曜日（祝休日の場合は開館）、年末年始

施設規模

館長　　　 　１人
副館長　　　１人
総括企画監　　　１人
総務課職員・文化施設事務従事員等　　　６人
学芸員　　　８人
指定管理者

絵画(2,839)、彫塑(109)、工芸(1,635)、書(100)、美術資料(724)
合計5,407点

常設展示を年４回、美術館が主催又は共催する企画展示を２～３か月の期間で
年に３～５回開催。

一般　510円（410円）
大学生　310円（250円）
高校生以下　無料
9：00～17：00（入館は16：30まで）

広島県立美術館の概要

広島県立美術館

広島市中区上幟町２－22

美術に関する県民の知識及び教養の向上に資するため、広島県立美術館（以
下「美術館」という。）を設置する。

昭和31年　美術館建設の募金活動がはじまる
昭和43年３月　旧館竣工
昭和43年９月　旧館開館
平成４年10月　旧館の解体工事に着手
平成５年３月　 解体工事、整地完了
　　　　　　　　　 新館工事着手
平成７年12月　新館竣工
平成８年６月　 新館開館
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施設名称

所在地

目的

沿革

建築面積 ： 3186.97㎡

延床面積 ： 3712.40㎡

組織体制

主な収蔵資料

展示内容

常設展入館料
（　）内は団体料金

開館時間

休館日 毎週月曜日（祝休日の場合は開館）、年末年始

施設規模

館長　　　 　１人
総務課職員　　　２人
学芸員　　　７人（兼務８人）
文化施設事務従事員等　　２人
歴史資料(495)
考古資料(4,876(うち国指定重要文化財15))
民俗資料(5,811(うち指定重要有形民俗文化財1,253))
合計11,182点

通年展示に加え、企画展、ミニ展示（風土記の丘ギャラリー）を２～３か月の期間
で年に４回開催。

一般　200円（160円）
大学生　150円（120円）
高校生以下・65歳以上　無料
9：00～17：00（入館は16：30まで）

広島県立歴史民俗資料館の概要

広島県立歴史民俗資料館

三次市小田幸町112

文化財に関する県民の知識及び教養の向上に資するため、広島県立歴史民俗
資料館（以下「資料館」という。）を設置する。

昭和47年９月　浄楽寺・七ツ塚古墳群が国史跡に指定
昭和49年３月　広島県立三次風土記の丘・広島県歴史民俗資料館建設予定地
用地買収
昭和54年４月　資料館・風土記の丘開館
平成元年11月　資料館本館改修工事及び新館増築工事に着手
平成２年３月　 改修工事完了
平成２年５月　 資料館本館開館
平成３年３月　 資料館新館増築工事完了
平成３年７月　 資料館新館開館
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施設名称

所在地

目的

沿革

建築面積 ： 3265.68㎡

延床面積 ： 8940.63㎡

組織体制

主な収蔵資料

展示内容

常設展入館料
（　）内は団体料金

開館時間

休館日 毎週月曜日（祝休日の場合は開館）、年末年始

施設規模

館長　　　 　１人
歴史博物館アドバイザー　　１人
総務課職員・文化施設事務従事員等　　　７人
学芸員　　　８人（兼務４人）

草戸千軒関係資料(約1,000,000点(うち国指定重要文化財2,930))
黄葉夕陽文庫資料(約10,000点(うち国指定重要文化財5,369))

通年展示に加え、企画展、特集展示を約２か月の期間で年に４～５回、通史展
示室ミニ展示を年に５回開催。

一般　290円（220円）
大学生　210円（160円）
高校生以下・65歳以上　無料
9：00～17：00（入館は16：30まで）

広島県立歴史博物館の概要

広島県立歴史博物館

福山市西町二丁目４－１

郷土の歴史に関する県民の理解を深め、教育、学術及び文化の発展に寄与す
るため、広島県立歴史博物館（以下「博物館」という。）を設置する。

昭和46年２月　広島県長期総合計画で「歴史博物館」を計画
昭和48年５月　福山市花園町に「草戸千軒町遺跡調査所」を開設
昭和50年４月　「草戸千軒町遺跡調査研究所」に改称
昭和58年３月　草戸千軒町遺跡調査研究所が福山市西町（博物館建設予定地）
に移転
昭和60年７月　「県立博物館建設基本構想」決定
平成元年３月　博物館竣工
平成元年11月　博物館開館
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施設名称

所在地

目的

沿革

建築面積 ： 594.33㎡

延床面積 ： 583.46㎡

組織体制

主な収蔵資料

展示内容

常設展入館料
（　）内は団体料金

開館時間

休館日 毎週月曜日（祝休日の場合は開館）、年末年始、展示替え期間

施設規模

館長　　　 　１人
事務職員　　　５人（うち兼務４人）
学芸員　　　２人
文化施設事務従事員　　２人

杉ノ木資料（江戸時代後期を中心とする，広島頼家に関する書画，日記，手紙，
書籍，器物類などの資料群）
合計約10,000点

通年展示に加え、特集展を年に４回、企画展を年に２回、特別展（恒例行事とし
て雛人形展示）を年に１回開催。

一般　200円（160円）
大学生　150円（120円）
高校生以下・65歳以上　無料
9：00～17：00（入館は16：30まで）

頼山陽史跡資料館（広島県立博物館分館）の概要

頼山陽史跡資料館（広島県立博物館分館）

広島市中区袋町５番15号

郷土の歴史に関する県民の理解を深め、教育、学術及び文化の発展に寄与す
るため、広島県立歴史博物館（以下「博物館」という。）を設置する。
博物館に、分館として頼山陽史跡資料館（以下「分館」という。）を設置する。

昭和10年３月　財団法人頼山陽先生遺蹟顕彰会（（以下｢顕彰会｣という。）現在
の公益財団法人頼山陽記念文化財団（以下｢財団｣という。））が頼山陽記念館を
建設
昭和11年９月　頼山陽居室が国史跡に指定
昭和20年８月　原爆により記念館が大破，居室は消失
昭和24年　　　頼山陽記念館が顕彰会によって復旧修理される
昭和25年８月　県が顕彰会から土地・建物の寄附を受ける
昭和31年　　　県が頼山陽居室を復元
昭和49年　　　「頼山陽遺蹟の保存等に関する請願」が県議会で採択される
平成５～６年　 県が分館を建替整備
平成７年11月　分館を開館、財団が運営
平成27年４月　県が財団所有の杉ノ木資料の寄附を受ける
平成27年５月　分館を県立施設に位置付け、県直営に移行し開館
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令和５年10月13日現在

No. 設置者 名称 所在地

1 宗教法人厳島神社 厳島神社宝物館 廿日市市宮島町１番地１ 昭和27年９月20日登録

2 宗教法人耕三寺 耕三寺博物館 尾道市瀬戸田町瀬戸田553番地の2 昭和27年９月20日登録

3 福山市 福山市立福山城博物館 福山市丸の内一丁目8 昭和42年９月28日登録

4 広島県 広島県立美術館 広島市中区上幟町2番22号 昭和43年４月１日登録 令和６年３月　日再登録

5 (公財)ひろしま美術館 ひろしま美術館 広島市中区基町3番2号 昭和53年10月４日登録

6 尾道市 尾道市立美術館 尾道市西土堂町17番19号 昭和55年２月28日登録

7 広島市 広島市こども文化科学館 広島市中区基町5番83号 昭和55年５月13日登録

8 宗教法人平等大慧会 海の見える杜美術館 廿日市市大野字亀ヶ岡700 昭和58年３月17日登録

9 呉市 呉市立美術館 呉市幸町4番9号 昭和58年７月22日登録

10 広島市 広島市郷土資料館 広島市南区宇品御幸二丁目6番20号 昭和61年２月18日登録

11 広島県 広島県立歴史博物館 福山市西町二丁目4‐1 平成３年２月８日登録 令和６年３月　日再登録

12 (公財)しぶや美術館 しぶや美術館 福山市本町8番27号 平成６年２月17日登録

13 (公財)能宗文化財団 福山自動車時計博物館 福山市北吉津町三丁目1番22号 平成６年５月13日登録

14 広島市 広島市交通科学館 広島市安佐南区長楽寺二丁目12番2号 平成７年２月24日登録

15 広島県 広島県立歴史民俗資料館 三次市小田幸町122 平成７年２月24日登録 令和６年３月　日再登録

16 (公財)ウッドワン美術館 ウッドワン美術館 廿日市市吉和字熊崎竹ノ鼻4278番地 平成９年９月12日登録

17 (公財)泉美術館 泉美術館 広島市西区商工ｾﾝﾀｰ二丁目3番1号 平成９年10月23日登録

18 尾道市 平山郁夫美術館 尾道市瀬戸田町沢200番地2 平成10年10月15日登録

19 福山市 ふくやま美術館 福山市西町二丁目4番3号 平成11年３月12日登録

20 福山市 福山市しんいち歴史民俗博物館 福山市新市町新市916番地 平成11年５月14日登録

21 庄原市 庄原市立比和自然科学博物館 庄原市比和町比和1119番地１ 平成17年１月14日登録

22 安芸高田市 安芸高田市歴史民俗博物館 安芸高田市吉田町吉田278番地１ 平成17年９月９日登録

23 庄原市 庄原市帝釈峡博物展示施設時悠館 庄原市東城町帝釈未渡1909番地 平成17年９月９日登録

24 広島市 広島市江波山気象館 広島市中区江波南一丁目40番1号 平成19年６月８日登録

25 広島県 頼山陽史跡資料館（広島県立歴史博物館分館） 広島市中区袋町5番15号 平成31年１月31日登録 令和６年３月　日再登録

26 (公財)仙石庭園 仙石庭園庭石ミュージアム 東広島市高屋町高屋堀1589番地７ 令和２年12月23日登録

27 東広島市 東広島市立美術館 東広島市西条栄町９番１号 令和５年１月13日登録

28 (一財)下瀬美術館 下瀬美術館 広島県大竹市晴海２丁目10番50号 令和５年７月14日登録 －

29 熊野町 筆の里工房 安芸郡熊野町中溝五丁目17番１号 令和５年10月13日登録 －

令和５年10月13日現在

No. 設置者 名称 所在地

1 広島市 広島市安佐動物公園 広島市安佐北区安佐町動物園 昭和47年４月10日指定

2 廿日市市 宮島水族館 廿日市市宮島町10番3 昭和35年３月28日指定

3 福山市 福山市立動物園 福山市芦田町大字福田276番地の１ 平成23年12月５日指定

4 国立大学法人広島大学 広島大学総合博物館 東広島市鏡山１丁目１番１号 平成30年２月14日指定

5 (公財)みやうち芸術文化振興財団 アートギャラリーミヤウチ 廿日市市宮内字高通4347番地2 令和２年７月10日指定

6 広島市 広島城 広島市中区基町21番1号 令和３年11月24日指定

7 広島市 広島市現代美術館 広島市南区比治山公園1番1号 令和３年11月24日指定

8 公立大学法人広島市立大学 広島市立大学芸術資料館 広島市安佐南区大塚東三丁目4番1号 令和４年11月11日指定

広島市に所在する登録博物館及び指定施設（県有施設を除く）

登録博物館一覧

備考

指定施設一覧

備考
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サルバドール・ダリ ヴィ ーナスの事 19S9
0 Salvador Dall, Fund●ci6 Gala-Salvador Dali, JASP AR Tokyo, 2023 G332 I 

■間誼時間
9:00~17:00豪

（入場は閉館30分前まで）
※金曜日は開館時間延長あ り

■休館日
月曜日、年末年始(12月2 5 日～1月1日）

※特別展会期中・祝日・振替休日を除く
（年末年始の休館日は変更することがあります）

●入誼料
所蔵作品展

利用のご案内

●施設利用料

県民ギャラリー(Bl F) 

※入場料有料の場合、 土•B•祝日は、 幾定料傘の約2割漕し．

般 510円（団体410円） ※盪入・搬出時の料金は、 規定科金の約半額．

大学生 310円（団体250円）
高校生以下 無料

鯛堂(Bl F) fl!気設傭料金肩違

◎団体は20名以上
◎特別風入場者1胡斤蔵作品晨無料
◎悶害者手帳をお持ちの方や65オ以上

の方 、 県内の大学に在学する外国人
留学生などは撫料。

◎その他減免の規定がありますので、

お問い合わせください．

特別展各展覧会ごとに設定

■図●室(lF)
利用時間 9: 00-17: 00漬

●ミュージアムショッブ・カフェ(lF)
営業時間

ショップ 9 :00-11:00豪

カフェ 9 :00-11:00豪

（ラストオ ー ダー 16: 30) 

●レストラン(lF)
営業時間 11 : 00~ 22 : 30崇

（ラストオ ー ダー 21:30) 

■ティ ール ーム(3F)
営業時間 10: 00~17: 00濱

（ラストオ ー ダー 16:30) 

●駐車場(BlF)
料 金 1時間まで400円、

以降30分毎に200円を加算 ' 
※利用時間・営業時間は変更する場合が

あります。

編景圃のこ案h

隣接する日本庭園（大名庭園）名勝縮景園も
併せてお楽しみください．

■入●料
般 260円（団体200円）

高・大学生 150円（団体100円）
小・中学生 100円（団体 80円）
65オ以上 無料
〇団体は20名以J:

品ぶご：悶示…O
100円で縮景園にご入園いただけます。

展示室
入場料有料の場合 入場料撫料の場合
llfllll:つき 1週1111こつき llfllll:つき lllllllこつき

第1展示室 1,5001'1 82,050円 780円 40,170円
第2展示室 2,580円 141,030円 1,320円 67,980円
第3展示室 2,580Pl 141,030円 1,320円 67,980円
第 4展示室 2,580Pl 141,030円 1,320円 67,980円
第5展示室 2,740円 149,750円 1, 400円 72,100円

入湯料有料の場合

入場料無料の場合

敷地面積 5,948nl 
建築藝鴨 4,844nl 
延床面積 19,926nl 
規 模 地上4階 地下1隋 塔麗l疇
欄 造鉄脅鰈筋コンクリ ー ト遣

●JRB駅より約1km、 広凸械より約400m
●市内電車（「八丁蝙」で繋り換え）

白B線で I繍景園前J下車約20m
●広B駅新幹縁口からめいぶる～ぷで

I広B県立美術鱚蒻J 下事

広島県立美術館

〒730-0014広島市中区上織町2-22
TEL(082)221-6246 FAX(082)223-1444 
http:l/www．hpam.jp/ 

インフォメーション

饂I
広島県ェ美術館
lilROSIIlMA PREFECTURAL ART MUSEUM 

トルクメンのジュエリー 18置紀撞半

戴光 帽子をかむる自面像1943

えんつば•っ

Ill鍔晨
99 

三 ム ー ランルージュの夜 1975

広島県立美術館は、昭和43 (1968) 

年に、国の名勝縮景園に隣接して開

館 し、平成8 (1996)年には施設や内

容を一新し、同年10月にリニューアル

オ ープンしました。

①広島県ゆかりの美術作品、②日本

とアジアの工芸作品、③1920~30

年代の美術作品を収集の重点方針

として、5000点余りの美術品を所蔵、

2階常設展示室で、テ ー マ性を設け

た企画により展示しています。また、3

階で開催する特別展のほか、1階図

書室や地階講堂などで様々な催しを

通じ、県民に鑑賞・学習の機会を提

供しています。こうした取り組みによ

り、「感動と発見」がある広島県立

美術館としてのプランドづくりを進

め、広島県の美術文化の拠点とし

て、県民に愛され親しまれる美術館

を目指しています。
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